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論文内容の要旨
-研究の目的
本研究は、アメリカ合衆国アラスカ州南西部をホームランドとするユッピック/チュピックーかつて
「エスキモー」と呼ばれた人びと、以下「チュピック」とだけ記載するーの民族誌的記述に基づき、ア
メリカ主流社会とは異なる政治的文化的主体/集合である先住民の位置づけの現在を考察するととも
に、領域国家に生きる先住民の位置づけを捉えるための研究視座を提起することを目的とする。
チュピックはアラスカ南西部の特殊な自然環境に適応した生活パターンを発達させてきた人びとであ
るが、現在の彼らの生活を取り囲むのはそうした自然環境のみではない。彼らは西欧社会との接触を契
機として、領域国家化、定住化、英語化、機械化、市場経済化という様々な外的要素の総体として意識
される「近代」という新たな環境への対処を迫られることとなった。しかも彼らは単に文化伝統の異な
る集団としてではなく、一般の合衆国市民とは明確に異なる「先住民」という特殊な政治的位置づけの
中で、そのような変化に対応しなければならなかった。
参与観察に基づいて具体的な日常実践を記録し、そこから現代チュピック文化を捉え直す視座はきわ
めて重要で、ある。しかし同時に、その「現在」は「先住民化されてきた歴史」と切り離して考えられる
ものではない。そのため先住民チュピックが自らの生き方をめぐって主流社会と渡り合ってきた歴史と、
その結果としての現在のあり方を民族誌的に考察することが本研究の課題となる。
本研究の内容と密接にかかわる近年のアメリカ先住民研究においては、先住民一国家関係が非対称な
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権力関係図式の内側で展開されているという共通した基本的認識を見て取れる。また先住民と伝統文化
の関係について、先住民はアメリカ社会の政治経済体制における独自の位置づけを確保する上で、非先
住民との文化的差異を維持し、強調することが極めて重要であるという主張がある。特にアラスカ先住
民を対象とした近年の人類学的研究では、先住民にとって非先住民との文化的差異は極めて重要な政治
資源であるため、先住民による伝統文化の語りやそのパフォーマンスは非先住民に対するアピールとし
ての意味あいが強いこと、ならびに先住民村落社会における文化的差異の維持が政治的にも経済的にも
周縁に位置する村落住民の犠牲の上に成り立っていることが指摘されている。本研究ではこうした指摘
をチュピックと主流社会と関係を切り結ぶ三つの領域一文化伝統としてのダンス、公的学校教育、伝統
的生業(サブシステンス)ーの事例に基づいて批判的に考察した上で、領域国家に生きる先住民の位置
づけを捉えるための研究視座を提起し、先住民理解に貢献する。
本研究は、 2001年12月から2009年 3 月までの期間にアラスカ州南西部のチュピック村落で断続的に実
施したフィールドワークで得た民族誌的資料に基づいている。チュピック村落ののべ調査期間は約 1 年
である。またアラスカ大学フェアバンクス校、ワシントン州スポケーン・ゴンザーガ大学、アメリカ公
文書館で収集した歴史資料も用いている。
本論の構成
・伝統をめぐる語りとその実践
第 2 章および第 3 章では、チュピック文化伝統としての「ダンスの再生」と言う現象を二つの方向か
らそれぞれ採り上げた。第 2 章ではダンスの再生に伴い、チュピック自身が語り出した「接触の語り」
を読み解き、それをアメリカ社会全体の歴史過程に位置付ける作業をおこなった。第 3 章では村落社会
におけるダンス実践の実像についての詳細な民族誌的記述に基づいてチユピックの生活相におけるダン
スのあり方を検討し、そこから見えてくるチュピック文化伝統の現在の位置を探った。
第 2 章で採り上げた「接触の語り」とは「ダンスの衰退は、それを悪 (evil)ないし不浄 (unholy)
とみなして弾圧した宣教師の仕業J というものである。この語りの意味を読み解くために、宣教師が遺
した記録に基づきチユピック村落での宣教師の活動を再構成した。その結果以下の 4 点が明らかとなっ
た。それらは①宣教師はチュピック村落において宗教者だったのみならず、医師、商人、連邦政府の代
理人としての役割を一手に担う「アメリカ主流社会」を象徴する存在だったこと、②宣教師はダンスを
要素とするチュピック伝統的儀礼を「悪魔崇拝」と「イノセント・ダンス」の二つに区分していたこと、
③宣教師は悪魔崇拝をキリスト教化の弊害と捉えて徹底的に糾弾したこと、④宣教師はイノセント・ダ
ンスの開催にともなう大規模な食料消費が人びとの生活を圧迫する結果につながっていると考え、人び
とに規模を縮小するよう求めたこと、である。
ここから宣教師はすべてのダンスを悪ないし不浄と見なして糾弾したわけではないことがわかる。し
かしここで注意しなければならないのは、チュピックにとっての大規模な消費の文化的意味である。ダ
ンスにともなう大規模な消費活動は、宣教師が「悪魔崇拝」とみなして糾弾したチュピック文化実践と
同様、チュピック世界観に裏打ちされた実践だった。だが宣教師はその意味づけを看過し、浪費である
として切り捨ててしまった。これは宣教師が「文化を語り、意味づけ、実践する主体」としてのチュピッ
クの地位を収奪したことを示している。
以上の点から「接触の語り」はチュピックの植民地化の経験を強調する語りと考えることが出来る。
その語りにおいて、「宣教師」は彼らのやり方を否定するアメリカ主流社会の価値観の象徴、「ダンス」
は「宣教師」に切り捨てられたチュピック文化伝統の象徴である。だからこそ、彼らはダンスの再生は
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「文化を語り、意味づけ、実践する主体」としての地位回復の試みと位置付けることが出来る。
さらにアメリカ社会に生きる諸マイノリティ集団による社会運動を通して、脱西洋中心主義、脱中心
化、脱同化主義を標携して自らの「主体性の回復」を主張することは、正当な主張としてアメリカ主流
社会側にも受け入れられるようになった。これは主流社会側のエージェントたる宣教師が意味づけの主
体としての位置づけを独占していた時代からの大きな変化である。この社会潮流の変化こそがチュピッ
クが自らの歴史認識を提示することが出来る状況を生み出したのである。
続く第 3 章では、宣教師による干渉以後のーチュピック村落でのダンス実践について民族誌的資料に
基づいて記述した。
宣教師の干渉を契機にダンスは一時衰退したが、チュピックはダンスを「余興」ないし「娯楽」と意
味づけ直すことで再び公的な場面でダンスを再開し、今日に至っている。伝統的儀礼並びに移住から
1970年代後半にかけての村落でのダンスイベントと現在のそれを比べた場合、ダンスイベントの形式や
それに対する意味づけには変化が生じている。とはいえ、ダンスがチユピックにとって娯楽であり、そ
れがチュピックの社会関係の維持や再確認に果たす役割が現在でも持続していることは事例から明らか
だった。
しかし村落の社会活動全体から見た場合、ダンスを中核とするイベントの娯楽としての位置づけやダ
ンス・イベントが人びとの社会関係に果たす役割は相対的に縮小してきたといえる。特にバスケット
ボールが村落社会に定着し、人気を博したことが、その位置づけの変化に大きく関係している。アメリ
カ主流社会で誕生したスポーツであるバスケットボールを楽しむ、という主流社会由来の活動が村落社
会生活のあり方に大きく作用していることは間違いない。
ただし村におけるバスケットボール大会が村単位のアイデンテイテイが表出する機会であることには
注意が必要だ。なぜならこうした村落同士の関係性は、チユピック伝統儀礼においても見出せる関係性
であるためだ。また人びとがバスケットボール大会に乗じて実践する「試合会場の外」での人びとの営
みにも注目すべきだろう。彼らはバスケットボールの試合をすること、試合を観戦すること、会場に足
を運んで他の観客と交流することだけでなく、会場の外へと出かけてもいる。ちょうど村外からダンス
に招かれたゲストが空いた時間にホスト村落に暮らす親族・知人宅へと訪問するのと同じように、彼ら
は試合の合間に試合会場となっている村に暮らす親族・知人の自宅を訪問しているのである。つまりバ
スケットボール大会は単に選手や観客として会場に集った人びとのみならず、大会を主催する村落に暮
らす人びと全体に社交の機会を提供しているのである。
以上の点は現代チュピック村落において、伝統的に集団的な儀礼開催の季節だった冬が依然として広
範囲にわたって社交活動を展開する季節であることを示している。バスケットボールが社交活動の機会
を拡大したことで、ダンスを媒介とした社交活動は以前に比べて相対的にその重要性を減じた。だが
「社交期としての冬」の位置づけはチュピック社会に持続している。人びとは昔も今も、あちこちに出
かける季節として冬を意味づけているのである。
-教育と文化継承をめぐる歴史とその実践
第 4 章および第 5 章では、チュピック村落における教育と文化継承をめぐる問題を採り上げた。第 4
章では合衆国の先住民教育政策と村の学校教育の展開の関係について歴史的に考察した。第 5 章では村
の学校教育の現在について、チュピックが1970年代後半から取り組んでいる「文化遺産プログラム」の
現在に焦点をあてて検討した。
アメリカ合衆国における先住民に対する諸政策の歴史展開にはいくつかの転換点がある。その主なも
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のとして、①1920年代の白人「改革者」たちによる先住民政策、②第二次世界大戦後の終結政策による
同化主義を基調とする先住民政策への揺り戻し、③1970年代以降の先住民の教育自治に向けた制度改革
や立法措置、をあげることが出来る。
本研究の調査地であるチュピック村落で学校教育が本格化したのは1960年代以降であった。村の子ど
もたちは朝 9 時から午後 5 時までを学校で過ごし、村外から派遣された教師から英語の読み書きや算数
を学んだ。また 8 年生を修了した子弟は、村外の寄宿学校に送り出された。教室でのチュピック語使用
は教師によって禁じられていた。学校はアメリカ主流社会への同化をチユピックに強調する機関として
のみ機能していた。
しかし1970年代になるとこうした村の学校教育のあり方が大きく変化した。 1970年代以降の先住民教
育制度改革が、これまで外部者に握られていた学校運営・学校教育に対して主体的に関与するための好
機をチュピックにもたらした。それに加えて寄宿学校等での教育を受け、主流社会のエージ、エントと政
治交渉するスキルを持った若者たちが現れてきたO チュピックは連邦政府との交渉を通して、学校経営
権を取得した。そして「文化遺産プログラム」を立ち上げて、学校教育にチュピック文化教育を接合し
た。さらに村単独の学区 (school district) を創設し、村住民の、村住民による、村住民のための学校
教育体制を確固たるものとした。
ただしチュピックが主体的な学校運営に乗り出したのは、単にそれを可能とする制度が整ったからだ
けではない。 1970年代以降に村落社会を襲った急速な変化の中で、言語をはじめとするチュピック文化
実践の周縁化やその喪失、村落生活の秩序の乱れを憂慮する人びとが、村のリーダーたる古老たちの中
に現れてきた。彼らはチュピックの文化伝統を子ども達に伝えるために、従来の学校教育を見直し、文
化教育の場としての位置づけを新たに付与するための体制を整える必要があると考え始めた。また文化
教育を学校教育に接合する試みには、高等教育を受けて村に戻ってきた若者たちの中で古老たちの考え
に賛同した人々も参加した。彼ら若者は「文化遺産プログラム」の一環として、チュピック社会の伝統
的ダンス様式である「エスキモー・ダンス」と舞台芸術を融合する試みを始めた。彼らの公演活動は海
外にも及んだ。当初は学校でダンスを教えることに対する反対が多かったが、こうした教育活動がメ
ディアや教育関係者の注目を集め、高く評価されるようになると、表だ、って反対を表明する住民はいな
くなった。
以上が第 4 章の内容である。続く第 5 章では学校教育のイニシアチブ、を握った住民が学校を文化教育
の場としてどのように流用しているのかを検討した。
村学校は、初等教育課程から高等教育課程のいずれの段階においてもチュピック文化を教育する授業
を提供している。ただし高等教育課程において、これらチュピック文化科目は卒業に必要な必修科目で
はない。また制度上はチュピック文化科目を受講しなくても学校が定める高等学校の卒業要件を満たす
ことカ宝で、きる。
村学校が開講する第 6 学年から第12学年の生徒対象の文化科目の授業は四つある。文化科目は生徒に
チュピック文化実践、標準科目では触れられない村近隣地域の歴史ないしチュピックの視点に基づく歴
史認識、さらに伝統的にチュピック社会の権威であった古老たちによる若者たちへのアドバイスや訓戒
に触れる機会を提供した。また通常授業とは別に、村学校は文化学習に焦点をあてた学校行事である
「文化遺産週間」を毎年実施していた。
こうした文化教育科目やそれを焦点とする学校行事の実施は、明らかにチュピックの文化実践を次世
代に継承させることを目的としていた。ただし人びとが「文化遺産」とみなすものは必ずしも主流社会
との接触以前のいわゆる「伝統期」における先祖の実践を忠実に再現したものではなかった。特にキリ
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スト教的実践が現在のチュピックの文化遺産を構成する重要な要素となっていることが窺えた。
また文化遺産プログラムは伝統文化を単にサルベージすることを目的としているわけではなかった。
プログラムに関わる村住民には、文化遺産学習が変化する社会状況に対処する上で極めて有益であると
いう確信が認められる。主流社会の止めどない影響に晒されながら生きる村の子ども達にチュピックと
して「目覚める」きっかけを与え、彼らをチュピックとすべくしつけることで、変化に翻弄されること
のない「本当の人間(チュピック )J を育てること、それが文化遺産プログラムを通して住民が実践し
ていることなのである。
だが文化遺産が現代を生きる上での実用的で役に立つ知識のすべてを提供しているわけではない。ま
た文化学習を通して新たなチュピック文化の萌芽とも言うべき活動を始めた若者たちが現れる一方で、、
文化教育科目が提供する活動に全く価値を見いだしていない生徒たちもいることも否定できない。
しかしこうした事態が学校教育を流用したチュピック文化継承に終止符を打っと考えるのは早計であ
る。文化教育プログラムの導入は、当初は多くの住民の反対を受けたが、現在もなお続いている。また
文化教育の効用を短いスパンで推し量ることは困難で、ある。確かなのは、チュピックが学校教育のイニ
シアチブを握って文化教育を展開したことにより、村の将来を担う子ども達へとチュピックとして「目
覚め」させるための種を植え付ける場を手に入れたことといえる。
-生き方をめぐる政治交渉とその実践
第 6 章と第 7 章では、アラスカ先住民運動の一大争点である「サブシステンス」をめぐる問題につい
てそれぞれ二つの方向から採り上げた。まず第 6 章では国家と先住民の非対称な権力関係のなかで、先
住民の狩猟・漁携についての主流社会側の認識が先住権保障を念頭に成立した法概念「サブシステン
ス」に与えた影響を探った。続く第 7 章では「サブシステンス」として表象される実践の現場から、改
めて先住民が語る「サブシステンス」の意味を考察した。
第 6 章では先住民の権利を保障することを目的に行われたはずの法制定のプロセス自体に、国家と先
住民の非対称な権力関係に根ざした不平等が内包されていることを明らかにするとともに、先住権の法
的保障は、国家における先住民の差異性を承認するものであると同時に、不可避的に文化的他者である
先住民を国家の社会政治システムに取り込んで統合する作用があることを指摘した。
アラスカ先住民運動はアラスカ州の誕生を契機としてはじまった。その結果制定された法律により、
アラスカ先住民は州の面積の l 割にあたる土地権と 9 億6250万ドルの賠償金を得た。しかし土地権の獲
得を通した伝統的な土地活用の継続的な実施という先住民運動の目的をこの法律は保障しなかった。
土地権請求に代わり、新たな争点となったのが先住民の「サブシステンス」をいかに保障するかとい
うことだった。その議論を通して、サブシステンスをめぐる見解が政府と先住民の双方から示された。
先住民側は「サブシステンスは生き方 (way of life) である J との見解を示しつつ、伝統的な土地活用
に対する承認を政府に求めた。これに対して政府側も先住民社会のサブシステンスが身体的必要性以上
に深遠なものであり、先住民文化に不可欠なものであるとの見解を示して、それを保護するための法整
備の必要性を認めた。
しかし法律が規定した「サブシステンス」は天然資源を食料として直接利用することを第一の目的と
する狩猟漁携であることをベースラインとした。政府は「サブシステンス」の文化的価値を認めたにも
かかわらず、制定された法律に盛り込まれた「サブシステンス」の保護の内容は、先住民の「経済J 基
盤の保障のみに重心をおくものとなっていた。また法律は各種の天然資源利用のうち「サブシステンス」
目的の利用に対して優先権を保障しているが、天然資源の利用目的を弁別する基準として法が採用した
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のは、労働/余暇という西洋近代社会における生活時間区分だった。
さらに先住民の政治的主張を「サブシステンスをめぐる問題」として定位したのは、他ならぬ主流社
会側だった。先住民は「サブシステンスは生き方である J と主張することで主流社会とは異なる合意を
持ったサブシステンス観を提起してその保障を求めた。しかし先住民による抵抗の甲斐もなく、サブシ
ステンスを中軸とした先住民権の法的処理は英語話者の生活世界の中で歴史的に深く刻まれてきた意味
を色濃く反映するものとなってしまったのである。
続く第 7 章では、主流社会のサブシステンス観からも、また先住民自身の政治的主張からも完全に抜
け落ちてしまっている側面に注目するために、チュピックのフィッシュキャンプという「民族誌の現
場J での人びとの活動に基づき、先住権をめぐる政治交渉とは異なる文脈で語られる、個々の先住民に
とっての「サブシステンス」の合意を検討した。
チュピックは季節毎に収穫可能な天然資源を巧みに利用しながら暮らしてきた。サケの遡上期にあわ
せたフイツシュキャンプ地への移動は、この伝統的な生活パターンの一部を構成していた。フイツシュ
キャンプ地での主要な活動は食料をみつけておくことだったとその当時を振り返りながら古老たちは
語っている。ただし古老たちの語りは現在の視点から過去を意味づけて語っているのであり、フイツ
シュキャンプ地が食料獲得のみを目的とした場であったと理解するのは妥当で、はない。むしろ定住以前
の生活パターンにおいて、フィッシュキャンプ地が特別に食料獲得活動のための場所だ、ったわけではな
かったことに注意を向ける必要がある。
定住村へ移住して50年以上が経過した現在、チュピックの生活環境は大きく変化した。現金収入は生
計を維持するためにきわめて重要な要素となり、それに伴って人ぴとの天然資源の利用パターンにも変
化が生じた。またすでに指摘したとおり、チュピックが伝統的に利用してきた生活領域における天然資
源利用は、現在では州政府ないし連邦政府の管理下に置かれている。
しかし接触期から引き続き住民が行っている実践もある。その一つが「フイッシュキャンプに出かけ
ること」である。通時的に見ると、現代のフイツシュキャンプ地への移動は、伝統的な移動生活パター
ンを基盤としつつ、定住村への移住、賃金労働や商品利用の常態化といった歴史的変化の中で再編成さ
れた実践であることが確認出来る。また現代のフイッシュキャンプ地でも人びとがサケを獲り、干物に
加工しているという点から、それが間違いなく食料生産の場であることは明らかだ、った。
しかしながらチユピックがフイツシュキャンプ地に出かけてそこに滞在することをサケ漁やサケ加工
の経済性・効率性のみに基づいた行為として理解することは出来ない。チュピックは食料生産活動にほ
とんど関わらない子どもたちをキャンプ地に帯同しており、かつ彼らは子どもたちがキャンプ地にいる
ことを不可欠な要素として捉えている。さらにフイツシュキャンプ地での活動には、「ボートライド」
に代表されるような食料生産活動に関わると同時に余暇活動として意味が強い活動が含まれている。そ
してこうした特徴は経済状況の違う家族両方のキャンプ地で確認することが出来る。
すなわちフイツシュキャンプは経済活動や余暇活動のいずれにも特化した場として理解することは出
来ない。むしろそれは多様かつ両義的な諸活動の束なのであり、そのすべてを満たす実践こそが
「フイツシュキャンプに出かけること」とチュピックが語る出来事である。そしてこの豊かな生活経験
を語ることばとしてチュピックは「サブシステンス」を流用している。つまり彼らにとってのサブシス
テンスは食料確保の側面と同程度に、生活の質的側面にかかわる問題なのである。
-結論のまとめ
結論では、本論を総括した上で先住民一国家関係に焦点をあてた人類学的研究が指摘した点について
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批判的考察を行った。さらに本研究から得た知見に基づき、先住民一国家関係を考察するための視座を
提起した。
本論での検討から、先住民一国家関係、ないし先住民社会一主流社会に内在する非対称な権力関係図
式を随所に確認することが出来た。接触初期の両者の相互作用において、主流社会へチュピックを同化
することが何よりも優先すべき事項であり、彼らに主流社会との交渉の余地はほとんど与えられていな
い。一方チュピックも自身の日常生活に介入してきた外部者たちに対して積極的に抵抗したり、先住民
としての位置づけを利用して集団的にアメリカ主流社会の介入に異議を唱えたりする構えを見せてはい
なかった。
しかしチュピックが全面的に主流社会の流儀を受け入れていたと言うわけで、はない。彼らは主流社会
の流儀を流用しながら、日常世界に生じたひずみを修正しようとしたし、主流社会の圧倒的な影響力の
なか、チュピックは妥協点を探ることで、それを何とかやりすごそうとしていたと言うことが出来る。
その後、「先住民 (Native) J としての諸権利の返還を連邦政府に求める動きのなかで、アラスカ先住
民は政治的集合としての様相を帯びてきた。主流社会の住民とは異なる文化の担い手であるだけでなく、
主流社会の住民には認められない特別な権原を有する集合としての「アラスカ先住民」が立ち現れてき
た。一方で政府も先住権保障の法的措置や先住民教育制度改革に向けて積極的に動き出した。だがこう
した潮流のなか制定された諸法律にも先住民と国家の非対称な権力図式が、あからさまな形ではないに
せよ強く作用していることには注意が必要である。先住民の主張を西洋近代社会の枠組みで分解し、既
存の法体系の網の目に絡みとることができる形へと再編するという作業が、先住権の法的保障という過
程に内在していた。
しかし村落レベルにおけるさまざまな実践に目を向けると、この権力構造図式というマクロな枠組み
のみでは説明しきれない点が多々ある。現代を生きる先住民チュピックは構造的不平等の図式に取り込
まれつつ、自身の生活と関わる形で制定されてきた様々な制度と一定の距離を置きながら、チュピック
社会の中で育まれた「生き方」を再生産している。これは生活のレベルにおいては国家と直接対峠した
り、国家に全く従属したりすることなくチュピックが主体的に振る舞うことが出来るということを示し
ている。
また先住民にとっての伝統文化が非先住民との差異を維持するための政治資源としての意味を持って
いるという主張は、伝統文化の利用価値の多面性に十分に目を向けていない主張であることが指摘でき
る。チュピックの事例から明らかなのは、伝統文化は政治資源、であると同時に、人びとが自分たちの社
会内で利用する社会資源でもあり、近代化した生活環境に対処するための文化資源でもあるためだ。
また先行研究が指摘する先住民村落社会内部の、文化的差異の生成をめぐる不平等については、先住
民としての位置づけそれ自体に付随する問題ではなく、先住民社会の周辺にある資源の種類と、それを
めぐる先住民および非先住民のある種の関わり方のなかで立ち現れてきたものと見るべきであろう。本
論文で取り上げたチュピックの民族誌的状況を踏まえると、先住民一国家という同じ制度的枠組みの中
に位置していたとしても、当該社会が外部社会といかに関わるのかに応じて異なる様相を呈するのだと
いう立場をとっておきたい。
以上の検討から、領域国家に生きる個々の先住民の位置づけには以下の 3 つの位相からの考察が必要
であると考える。第一は先住民一国家関係の中での「制度としての先住民」の位相である。先住民と国
家の相互作用は非対称な権力関係図式の内側で生じるためである。第二は「歴史のなかの先住民」の位
相である。先住民は領域国家ないし他のマイノリティ集団との歴史的相互作用の中で生成する地位であ
るためである。第三は「実態としての先住民」の位相である。その検討にあたって重要になるのは、外
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部社会に向けた差異の表明の中心に位置する文化実践の、ミクロレベルにおける意味や価値を検討した
上で、主流社会に向けた差異の政治を読み直すという作業である。とりわけミクロレベルにおける文化
実践のあり方は、先住民による文化をめぐる語りを解釈する手がかりを与えてくれる点で特に重視する
必要がある。
論文審査結果の要旨
本論文は、アラスカ州南西部に住むチュピック人を対象とした民族誌的研究である。 19世紀半ばにア
メリカ合衆国の領土に組み込まれたことを契機に、彼らは不可避的に様々な外的要素の総体としての
「近代」と対処しながら生活してきたが、その過程は合衆国政府の側から「先住民」として位置づけら
れるという歴史的過程でもあった。従って、今日のチユピック人の日常生活を考察するためには、彼ら
が生き方を巡って主流社会アメリカと渡り合ってきた歴史を同時に考察する必要がある。本論文では、
三つの方向から彼らの歴史と現在を照射する試みがなされている。
第一に注目するのは、文化伝統としてのダンスである。第 2 章では19世紀末以降に宣教師が残した記
録をとおして彼らの目に映ったチュピックの生活状況を再構成すると共に、「宣教師によって一旦廃止
させられたダンス」の「再生」を巡るチュピック側の語りを分析することによって、後者を植民地化の
中で自らの文化を語り、意味づけ、実践する主体としての地位回復の試みと解釈する。第 3 章では、現
在のダンス実践の現状を記述している。儀礼としての意味は失ったが、娯楽としてのダンスは社会関係
の維持や再確認という意味を保持していることが確認される。
第二に教育と文化継承を取り上げ、第 4 章で合衆国の先住民教育政策と村の学校教育の展開を歴史的
に考察した。ついで第 5 章では1970年代後半に村人たちが取り組んできた「文化遺産プログラム」に焦
点を当て、学校運営においてイニシアテイブを握った住民たちが、文化教育の場として学校を利用して
きている様子を記述すると共に、先住民化されてくる過程で起こった「文化遺産」そのものの変化にも
目を向けている。
第三に生き方を巡る国家との相互作用を取り上げる。先住権保証を目指した法概念「サブシステンス」
は、国家と先住民の非対称的権力関係を背景に、西欧近代が与える意味を反映するものとなった(第 7
章)が、「フィッシュキャンプに出かける」というチュピック人の行為は、経済活動や余暇という西洋
近代概念ではとらえきれない、彼らの生活の質にかかわる行為であると指摘する(第 8 章)。
社会構造等についてさらに詳細な記述の必要な部分も残るが、近年、北アメリカ先住民社会での現地
調査が難しくなっている状況の中で、本論文は先住民研究の動向を踏まえ、かつ着実な現地調査に基づ
いた民族誌的研究として高く評価することができる。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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